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◆令和元年度 学校自己評価について 

 

仙台デザイン専門学校は、昭和４２年に仙台デザイン専門学院として創立認可後、デザインを通して 

社会に貢献しうる多くの専門職業人を輩出し、卒業生は多くの分野で活躍しております。 

本校では、先の学校教育法規定の改定に伴う自己評価・学校関係者評価を速やかに実施し、専修学校教

育の特徴を活かした学校運営や教育活動の質の向上を図っていきます。 

また、平成２５年度からは、文部科学省が平成２５年３月に策定した「専修学校における学校評価ガイ

ドライン」に基づき、校長の指示・監督の基、教務統括を実務リーダーとし、自己評価項目に合わせた自

己評価を実施してまいりました。 

本校が実践的な職業教育等を目的とした自らの教育活動その他の学校運営について、社会のニーズを 

踏まえ目指すべき目標項目を設定し、その達成状況や達成に向けた取り組みについて評価・公表し、確実

に実施し学校としての組織的、継続的な改善を図っていきます。 

令和元年度における学校評価におきましては、適切に説明責任を果たすために公表し、特色のある学校

づくりを進めてまいります。 

なお、令和元年度の学校目標については、下記のよう指標を設定し、学校運営がなされました。 

 

１．学修成果の向上 

① 学外コンペを課題として取り入れて出品することで学生のモチベーションを上げ、同時に社会へ

の本校知名度を上げていく。 

② 過去問題を研究・分析し出題傾向を把握して確実に理解させる。 

③  教員自ら学生に声がけし、挨拶の習慣を身につけさせる｡遅刻･欠席･提出期限など時間厳守の意

識を身につけさせる。 

④ 就職担当と学生の動向や興味の対象や得意分野等の情報を共有し､効果的なポートフォリオ作成

のアドバイスをする。 

⑤  単元毎に細かく進行状況をチェックし､最終脱落を防止する。また､学生相談室と連携して学生の   

心の状態を共有する。 

 

２．数値目標の達成への貢献 

① 入学生数 １１０名（歩留率目標７０％） 

広報センターとの連携を深め、ターゲットの理解と募集戦略の共有を図り学生募集に力を入れる。 

② 就職率   ９８％ 

就職担当者と教員との連携を密に諮り就職指導の共有に努め就職率の向上に努める。 

③ 退学率    ４％未満 

教職員が連携し、退学率低減を意識した学生に対してのきめ細かい対応する。 

 

３．組織力の向上 

① 学生の気質や行動を教職員のみならず非常勤講師とともに共有し問題行動の者に対して、真剣に

向き合い脱落者の内容未然に防ぐように努める。 

② 各教員が知識・実績の向上を目指し、様々な公募等に挑戦する。 
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③ 設置基準に則った授業運営や成績及び個人情報等の管理は勿論、各データの整理とファイリング

を確実に行う。 

④ 学生支援業務の効率化を常に考慮し、事務手続きの共有化を図りミスを未然に防ぐように努める。 

 

４．財政力の向上 

① 学校方針や運営に合致した補助金であれば有効活用する。  

② 各教室の電気使用量削減や、配布資料のペーパーレスに努める。 

③ 毎日の事務処理の効率化を図り、時間管理・電力管理に努め省エネや無駄を省くことに努める。 

 

 

以上 

 

                                   令和元年４月     

                                   学校法人 北杜学園  

仙台デザイン専門学校 

校長 宮城 和吉 
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「評価対象期間」 

平成３１年４月１日～令和２年３月３１日 

 

 

「実施方法」 

    評価は文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づいて実施している。 

 

 

「自己評価項目」 

１．教育理念・目標     ６．教育環境 

２．学校運営        ７．学生の受入れ 

３．教育活動        ８．財務 

４．学修成果        ９．法令等の遵守 

５．学生支援       １０．社会貢献・地域貢献 

 

 

「評価基準」 

評価は  適切・・４   おおむね適切・・３   やや不適切・・２  不適切・・１ 

 

 

≪自己評価項目の達成及び取り組み状況≫ 

 

１ 教育理念・目標 
適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･･２、不適切･･１ 

１学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） ４ 

２学校における職業教育の特色を明確にしているか ４ 

３社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４ 

４学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか ４ 

５学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界ニーズに向けて方向づけられているか ４ 

①取 組 

□ 本校の教育理念、教育目標や教育方針は明確に定め教育力向上に取り組んでいる。 

□ 学校における職業教育の特色に関して、学生および保護者に対しオリエンテーション等で

学生便覧を配布して情報公開に努めている。 

□ 本校では、デザインをただ単に形を変え表現するのではなく、デザインを通し社会に貢献

しうる「デザインする心」を持った有能なる人材育成に努めている。 

②今後の改善方策 
□ 情報公開にて、今後も学校運営等について詳細に告知していく。 

□ 学生の就職活動に関する相談を含めて、今後もさらに継続して保護者との連携に努める。 

 

 

（１）現状及び課題 
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①教育目標や教育理念、将来像等は学生便覧に掲載し、新入生ガイダンスにおいて学生にしっかりと伝え、

指導している。また、保護者に対しても同資料を配布し、本学の概要について周知に努めている。外部へ

の周知については北杜学園ホームページ上に仙台デザイン専門学校として展開しており、更に本校ブログ

により学生生活や学修成果、イベントに至るまで幅広く告知を行っている。 

②令和元年度よりシラバスのガイドライン作成やシラバスのフォームの刷新を図り、授業計画に活かして

いる。 

 

 

２ 学校運営 
適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･･２、不適切･･１ 

１目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ 

２運営方針に沿った事業計画が策定されているか ４ 

３運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか ４ 

４人事、給与に関する制度は整備されているか ４ 

５教務・財務等の組織設備など意思決定システムは整備されているか ４ 

６業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４ 

７教育活動に関する情報公開が適切になされているか ４ 

８情報システム化等による業務の効率化が図られているか ４ 

①取 組 

□ 運営方針や事業計画等について、毎年３月に理事会・評議員会で承認を受け、年度予算、 

資金計画等が確定され業務の遂行がされている。 

□ 学校運営に関して大きな問題はない。年度目標を設定し、教職員が一丸となって目標をク 

リアすべく、業務に取り組んでいる。 

□ 履修時間の確認や教員資格等の項目において自己点検を毎年度実施しており、コンプライ 

アンスに努めている。 

②今後の改善方策 

□ 毎年、コンプライアンス委員会で作成された自己点検シートに基づき、不備、不適事項の 

把握と改善活動の実施と継続を真摯に行う。 

□ 常に適正な学校運営がなされているか、法人本部と連携を密に行い、そのチェックと改善 

を継続して推し進める。 

 

 

（２）現状及び課題 

  ①学園方針に則り年度目標を定め、就職内定率、資格取得率、退学防止等を設定し、教職員が団結、協力

して業務に取り組んでいる。また、シラバスや履修時間を確認し、各項目において自己点検を実施して

おり、コンプライアンスに努めている。 

  ②教育活動に関する情報はＨＰ等で適時公開しているが、令和元年度よりシラバス等の情報公開を行って

いる。 

  ③具体的な教育内容等については学校案内パンフレット、学校ＨＰを通して関係業界や地域社会及び入学

希望者等に向けて最新情報を発信している。 

  ④学校財務情報、学校自己点検評価、学校関係者評価については文部科学省のガイドライン等に従って、

適切に公開している。 
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３ 教育活動 
適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･･２、不適切･･１ 

１教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 

 
４ 

２教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に対応した教育到達

レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ 

３学科のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ 

４キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが実 

施されているか 
４ 

５関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行 

われているか 
３ 

６関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系 

的に位置づけられているか 
３ 

７授業評価の実施・評価体制はあるか 

 
４ 

８職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか 

 
４ 

９成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 

 
４ 

１０資格取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 

 
４ 

１１人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 

 
４ 

１２関連分野における業界との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するな

どマネジメントが行われているか 
４ 

１３関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向

上のための取り組みが行われているか 
４ 

１４職員の能力開発のための研修等が行われているか 

 
４ 

①取組及び課題 
□ 関連分野（デザイン業界等）との情報交換を含めた連携が不十分である。 

□ インターンシップを充実し、分野経験を積ませる環境づくり。 

②今後の改善方策 

□ 各種関連業界との情報交換の機会拡充に努める。 

□ 現場のニーズ（求める人材）を把握するため、アンケート等を含めた情報収集方法の検討

をしていきたい。 

 

（３）現状及び課題 

  ①教育理念、業界ニーズを踏まえた人材育成の観点から、カリキュラムの見直しを行い、必要に応じて整

備している。 

  ②授業評価においては学生による授業評価アンケートを毎年実施し、各教員へフィードバックしている。
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これにより、授業方法や学生対応、授業資料等の改善等に努めることができ、学生の授業満足度を向上

することが出来る。これらのことを踏まえて外部講師による就職ガイダンス等実施している。また、面

接等の試験結果を求人先よりフィードバックを受け、学生支援の一助としている。 

 

 

４ 学修成果 
適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･･２、不適切･･１ 

１就職率の向上が図られているか ３ 

２資格取得率の向上が図られているか ３ 

３退学率の低減が図られているか ４ 

４卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ４ 

５卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか ４ 

①取 組 □ 世代特性を考慮した学生のモチベーション向上に努める。 

②今後の改善方策 
□ 退学率低減を意識した学生へのフォローになお一層努める。 

□ 就職率向上に向け外部及び学内ガイダンスへの積極的な参加を促す。 

 

（４）現状及び課題 

  ①担任制のため、学生指導、生活指導や面談、相談等にきめ細かく対応できている。保護者との連絡も密

に行っており、情報も共有している。 

  ②就職率向上については、経験者が優遇されるデザイン業界の厳しい採用状況に対応するため、就職活動

の実践的なカリキュラムとして、１年次に必修科目「就職指導Ⅰ」にて、社会人としてのマナー・心構

え・自己分析を行い、２年次には選択科目として「就職指導Ⅱ」で履歴書作成・面接指導等企業対応の

指導を実施し就職率向上につなげている。 

③就職内定者の向上を目指すためには、就職担当者、学生及び担任との連携が不可欠であり、今後の担 

 任の指導力に期待する。 

  ④退学者の中で高等学校までの不登校や生活習慣、精神的特性に社会・業界とのギャップがあり、退学に

至るケースが少なくない。その差をどの程度まで埋め、モチベーションを維持しつづけられるかが退学

率低減の鍵となる。なお、該当する学生へのフォローやケアを強化し、不登校にならないよう予防に努

めている。 

 

 

５ 学生支援 
適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･･２、不適切･･１ 

１進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 

２学生相談に関する体制は整備されているか ４ 

３学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか ４ 

４学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ 

５課外活動に対する支援体制は整備されているか ４ 

６学生の生活環境への支援は行われているか ３ 
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７保護者と適切に連携しているか ４ 

８卒業生への支援体制はあるか ４ 

９社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４ 

１０高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取り組みが行われているか ４ 

①課 題 □ 精神疾患を抱える学生へのケア及び、担当教員へのフォローが難しい。 

②今後の改善方策 □ 学園に内科医だけでなく、精神科医のアドバイザーも必要なことを訴えて行きたい。 

 

（５）現状及び課題 

  ①各担任、教科担当者が学生本人および保護者と連携し、デザイン関連業界で幅広く活躍できる技術の習

得に励んでいる。また、定期的に出席状況や各教科における成績を保護者に報告、問題があると判断さ

れる場合は保護者面談等も実施している。 

  ②学園全体での取り組みとして、独自の奨学金制度や寮・アパートの斡旋など、学生への経済面・生活面

に対する支援を行うとともに、学園本部に学生相談室を設け、さまざまな悩みに対するカウンセリング

を行い、精神面における支援も行っている。 

  ③学生の気質を考慮して、令和元年度より週１回学内に学生相談室を設け、従来ある学生相談室と併用し

て、精神的な悩みや不安を抱える学生のケアに努めている。 

④職業理解をはじめガイダンス等への参加や教育環境の開放等も実施、中高校生等へのキャリア教育推進

にも努めている。 

   ⑤社会の動きや就職活動を取り巻く現状認識が低く、就職活動を先送りする傾向が強い学生のため、効果

的な現場の声として、スタートアップセミナー・内定者講話･ＯＢ講話・企業講話・就職相談会・各種

就職ガイダンス等を開催し、学生の意識改革に継続的に取り組んでいる。 

 

 

６ 教育環境 
適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･･２、不適切･･１ 

１施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ 

２学内外の実習施設、インターンシップについて十分な教育体制を整備しているか ４ 

３防災に対する体制は整備されているか ４ 

①課 題 □ 今後パソコンソフトなど、最新のものへの更新が必要となってくる。 

②今後の改善方策 □ インターンシップへの積極的参加を促すと同時に、受け入れ先の開拓をしていく。 

 

（６）現状及び課題 

  ①職業人を輩出するために、より高度な職業教育、実践教育を目指してパソコンやデザインツールの更な

る充実を図る必要がある。ネットワーク環境については各 HR に無線 LAN を配備し利便性の向上に努

めている 

  ②令和元年度にＷＥＢ教室のパソコンの新規購入し、教育設備の更なる向上が見込まれる。 

  ③学校消防計画及び安全計画などの防災に対する体制が整備されている。 
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７ 学生の受入れ募集 
適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･･２、不適切･･１ 

１学生募集活動は、適正に行われているか ４ 

２学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ４ 

３学納金は妥当なものとなっているか ４ 

① 取 組 
□ 広報スタッフとの連携を常に図っている。 

□ 教育成果は学校案内，ＨＰ，ＳＮＳを通して正確に伝えている。 

② 今後の改善方策 

□ 学生のライフスタイルを鑑みた、マーケティング戦略を行う。 

□ 現状において入学者数は横ばい傾向であり、より多く入学者獲得のため今後さらなる工夫

が必要である。 

 

（７）現状及び課題 

  ①学校案内やホームページ、学校説明会、模擬授業、その他進学情報誌等に掲載する情報ならびに説明表

現については、真実性、公平性、明瞭性を考慮して公開している。また、資格取得実績や就職、卒業生

の活躍等の教育成果についても「個人情報公表に関する同意書」に基づき公開している。 

  ②学納金は、教育内容、学生本人および保護者の負担感を考慮したうえ設定し、募集要項に明記している。 

 

 

８ 財務 
適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･･２、不適切･･１ 

１中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

２予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

３財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

４財務情報公開の体制整備はできているか ４ 

①取 組 

□ 本校ならびに本学園は堅調な運営の結果、過去３ヶ年度（平成２９年度～令和元年度）に

わたり、帰属収支差額は黒字で推移しており、安定した財務基盤を有している。 

□ 中長期的視野による事業計画を策定・実施し、流動性と安定性を確保した資産運用を行い、 

  さらなる財務基盤の安定を図る。 

□ 予算・収支計画は過年度の財務状況に照らして、有効かつ適正に行われている。 

②今後の改善方策 

□ 財務情報の公開については、学園ホームページにおいて公開している。専修学校ならびに

学校法人という公益性を踏まえ、広く社会に説明責任をはたすべく、現状に満足すること

なく更なる改善を図っていく。 

 

（８）現状及び課題 

①財務に関して、本校は堅調な運営の結果、過去３か年度(平成２９年度～令和元年度)にわたり、帰属収

支差額は黒字で推移しており、安定した財務基盤を有している。また、予算・収支計画は過年度の財務

状況に照らして、有効かつ適正に行われている。 

②会計監査については、監事が、理事会及び評議員会に出席し意見を述べ、また、学校法人の業務及び財

産の状況について監査し、毎会計年度後、監査報告書を作成し、当該会計年度終了後２ヶ月以内に理事

会及び評議員会へ提出している。 
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③学園全体として、監事の監査を支援するために、学校法人運営状況の定期報告、公認会計士及び内部監

査の担当部署として設置している業務監査室との意見交換、学校法人制度の最新情報の提供などを行っ

ている。 

 

 

９ 法令等の遵守  
適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･･２、不適切･･１ 

１法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

２個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

３自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ４ 

４自己評価結果を公開しているか ４ 

① 課 題 
□ 自己評価については、かねてより自己評価の実施及び、その結果を踏まえて教育活動等の

改善を行ってきた。今後は、自己評価の問題点があった場合は速やかに解決していきたい。 

②今後の改善方策 □ 今まで以上に地方自治体や企業と連携を図る取り組みを今後も続けていく。 

 

（９）現状及び課題 

①全教職員は学園が掲げるコンプライアンスの意識をもち、各業務にあたっている。また、定期的に自己

評価を行い、日々の業務等における問題点がないか確認・改善に努めている。ただし評価結果について

は内部チェックにとどまり、外部に向けて広く開示されてはおらず、今後公開に向けての改善が課題と

なる。 

②個人情報保護に関しては、「学校法人北杜学園 個人情報保護規定」に基づき、学園が有する個人情報

については、学園プライバシー・ポリシー（個人情報保護方針）に基づく適正な保護の実現を図ってお

り、資格取得実績や就職、在校生・卒業生の活躍等の教育成果等「個人情報公表に関する同意書」によ

る同意を得た上で事実に基づき公開している。 

 

 

１０ 社会貢献・地域貢献 
適切･･４、ほぼ適切･･３、 

やや不適切･･２、不適切･･１ 

１学校の教育成果を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか（外部コンペ） ４ 

２学生の学外活動を奨励、支援しているか ４ 

①課 題 □ 業界特性を生かした職業意識をさらに高めていく。 

②今後の改善方策 □ 地方自治体や企業と連携を図る取り組みを今後も続けていく。 

 

（１０）現状及び課題 

  ①本校は、社会に貢献しうるデザインマインドを持った人材育成を目標としており、日々の鍛錬において

習得したデザインスキルを以って、社会貢献・地域貢献を目指し、社会活動や地域活動を推奨している。

パブリシティを考慮した課題テーマや、各地方自治体や企業・団体等からの依頼に基づくテーマを取り

上げるなど幅広く社会のニーズに対応している。 

  ②企業との連携により、企業主催のデザインコンペの企画に協賛し授業課題として作品を仕上げ、その作

品を出展し実績を上げている。 
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  ③現在、テクノロジーが加速度的に進んでいる中で、学校でデザインを学ぶだけでは足りなくなって来て

いると思われる。もちろん基本的なデザインの知識はとても重要であるがそれに加え、新しいメディア

やデバイスなどに即座に対応出来る様に、常に新しい手法を学び続ける事が必要とされる。 


